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こしがや市議会だより

　令和５年９月定例会は、９月１日から２６日までの
２６日間にわたり開催しました。
　本定例会では、「令和４年度越谷市一般会計歳入歳
出決算認定について」など、３２件の市長提出議案を
それぞれ可決または認定しました。
　また、提出された請願２件「沖縄を再び戦場にしな
いため、対話と外交による問題解決をはかるよう国に
意見書の提出を求める件」、「健康保険証廃止の中止
を求める意見書を国に提出することを求める件」は賛
成少数で不採択となりました。（各議案の結果は３
ページに掲載しています。）
※定例会の日程は市議会ホームページをご覧ください。

　令和５年９月定例会期中に、「越谷市議会災害時対応訓練」を行
いました。
　越谷市議会では、各議員が災害時に的確に行動できるようにする
ことを目的に、毎年９月に災害時対応訓練を行っています。コロナ
禍では、新型コロナウイルス
感染症対策のため、議員一同
が集まった訓練を控えていま
したが、今回は４年ぶりに委
員会室に集まり、訓練が行わ
れました。
※詳しくは８ページをご覧く
ださい。

◇主な議案の内容 …………… ②③
◇審議結果 ……………………… ③
◇常任委員会の審査 ………… ④⑤
◇市政に対する一般質問 …… ⑥⑦
◇市議会からのお知らせ ……… ⑧
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表紙の写真 「秋色に映る」　
撮影者　松井　徳子様（平方在住）
撮影場所　平方公園（令和4年（2022年）11月）

スマホ用アプリ「マチイロ」で
市議会だよりをご覧いただけます。こしがや市議会だよりの愛称「harmony」

は、ワンチームを連想させ、調和を奏でる
との思いが込められています。



❷　　　　　こしがや市議会だより　令和5年（2023年）11月1日

 質疑および討論については、その主なもの
を掲載しています。
　各議案の概要は市議会
ホームページに掲載しています。

 本議案は、今後の越谷サンシティのあり方
に関する方針について、議会の議決事件とす
る必要があるため、提案されました。
▶議案質疑
問　今回の条例提案は５請願第１号の趣旨に
沿ったものか。
答　本年６月定例会で採択をされた５請願第
１号について、真摯に受け止め対応するとい
うのが本市の基本姿勢である。そのため、請
願の要旨の一つである、今後の越谷サンシテ
ィのあり方に関する方針を議決事項とするこ
とについて、提案するものである。
問　請願の要旨にある、南越谷地区のにぎわ
い創出に十分配慮することについても真摯に
受け止めるということか。
答　本来の目的もそのようなものになってお
り、しっかりと真摯に受け止めたい。

　本議案は、越谷市立小中一貫校整備ＰＦＩ
事業に係る特定事業契約の締結をするにあた
り、民間資金等の活用による公共施設等の整
備等の促進に関する法律の規定により、提案
されました。
▶議案質疑
問　落札グループの方が約１２億円安い入札
価格であったが、この結果の受け止めは。ま
た、建築の質や安全性、あるいは下請業者等
に影響が出ないか。
答　前回の評価では性能８割、価格２割の設
定であったが、議員の意見等を受け性能７割、
価格３割に変更した。その上での総合評価点
で判断したものである。また影響等について
は、市としてモニタリングをしっかりやって
いくこと、この契約自体が公契約条例に該当
することから、しっかり守られていくべきこ
とだと考える。
▶反対討論
▷　ＰＦＩは導入可能性調査の時点で、直接
施工とのコストの差のみを問題とするが、学
校建設をコストで判断することはなじまない。
また、学校施設の維持管理が民間に丸投げに
なる懸念が拭えないことから、本議案に反対
する。

 一般会計の決算額は、歳入では対前年度比
０．３％減の１３３１億９２８３万円、歳出
では対前年度比０．８％増の１２３２億２８
２１万円でした。
　８つの特別会計全体の決算額は歳入が６２
８億２８６１万円、歳出が６０２億３８１８
万円でした。
 病院事業会計では、収益的収入および支出
のうち収入の決算額は１１９億１７６０万円、
支出の決算額は１２１億６１５９万円、資本
的収入および支出のうち、収入の決算額は６

億６０６１万円、支出の決算額は１２億４０
５３万円でした。なお、資本的収入額が資本
的支出額に対して不足する額は、過年度分損
益勘定留保資金などから補てんしました。
 公共下水道事業会計については、収益的収
入および支出のうち収入の決算額は、６７億
４２８９万円、支出の決算額は５９億６２０
２万円で、資本的収入および支出のうち収入
の決算額は２１億９９６７万円、支出の決算
額は４０億４６４９万円でした。なお、資本
的収入額が資本的支出額に対して不足する額
は、当年度分損益勘定留保資金などから補て
んしました。
 一般会計および各特別会計の歳入歳出決算
認定、ならびに事業会計決算認定の１１議案
については、予算決算常任委員会において４
日間にわたって審査しました。
※委員会における主な審査の内容は、５ペー
ジの「予算決算常任委員会の審査」をご覧く
ださい。
※表示単位未満を四捨五入しています。
（一般会計歳入歳出決算認定について）
▶議案質疑
問　住宅・店舗改修促進補助金に対する評価
は。
答　令和４年度は２１０件の交付決定を行い、
税抜きの概算工事費は約２億４８１１万円と
なった。抽選倍率は約２倍となるなど市民ニ
ーズも高く、受注拡大による経済効果や地域
内経済の循環、地域の住環境の改善につなが
る効果的な事業であると考える。
▶反対討論
▷　小中一貫校整備事業３学園構想について、
統廃合や大規模化が子どもたちに対して悪影
響であるとの指摘および改善要求に市教育委
員会は聞く耳を持たない。どんなに訴えても
見直しすらされない事業に賛成できないこと
から、本決算認定に反対する。
▶賛成討論
▷　健全財政の維持を念頭に置き、積極的な
財源確保に努めつつ、各分野における施策が
意欲的に実施され、創意と工夫を凝らした事
業の推進が図られたものと判断し、本決算認
定に賛成する。
（国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて）
▶反対討論
▷　２度の消費税増税とコロナショックに加
え、ウクライナ侵攻と異常な物価高騰により
市民生活への影響はさらに深刻なものとなる
中で、市民に寄り添い真摯に対応する姿勢が
不十分と言わざるを得ないことから、本決算
認定に反対する。

※請願の全文はホームページ
　に掲載しています。

請願の要旨
　先の戦争で多大な犠牲を払った沖縄が再び
戦場にならないように、対話と外交による平
和構築の積極的取り組みを行うよう国の関係
機関に働きかけていただきたい。

▶反対討論
▷　抑止力を強化するため、攻撃されたら反
撃するのは当然のことであり、反撃能力の保
有の最大の目的は、敵対国に対してわが国を
侵略することの難しさを知らしめることにあ
る。沖縄を再び戦場にしないためにも、積極
的防衛能力の保持が必要と考えることから、
本請願に反対する。
▷　対話と外交に関して、政府は外交力と防
衛力を強化して、自由で開かれた国際社会構
築に貢献する考えを示している。また、中国
は健全な関係を維持していかなければならな
い国であり、日本が平和安全法制で専守防衛
の範囲内に納めたことを中国は深く理解して
いることから、本請願に反対する。
▷　国民の命と平和な暮らしをしっかりと守
れる体制を国内外に明確に示すことが、対話
や外交による問題解決を実現するための説得
力につながるものと考える。また、対話に頼
るだけでは、国家の安全や国益を保護するこ
とは困難と言わざるを得ず、そのため、軍事
的な備えや同盟関係の強化など、さまざまな
対策を講じる必要があると考え、本請願に反
対する。
▶賛成討論
▷　政府は、軍事力増強は抑止力になるとし
ているが、かえって地域周辺の緊張を高め、
不測の事態を生ずる危険性が増すことへの懸
念は拭えない。また、敵基地攻撃能力による
攻撃は、相手国からのミサイルなどによる報
復を招くことは必須で、沖縄が再び標的とさ
れるとの不安が広がっている。日本が再び戦
地になることは、誰も望んでいないと考え、
本請願に賛成する。
▷　日中双方が互いに脅威とならない、それ
を遵守すると表明しており、この合意の誠実
な履行と具体化は、日中双方に課せられた重
い責任であり、そのためにも丁寧な対話がど
うしても必要である。武力は持たないとした
平和憲法を生かした外交努力を政府に期待し、
平和を愛する市民の声を、地方議会を通じて
国に示すことは大変重要であると考え、本請
願に賛成する。
▷　戦争が絶対に生じない永遠平和の構築が
最重要であると考える。本市では、平成２０
年１１月３日に越谷市平和都市宣言を行って
いる。また、本請願をきっかけに、関係機関
に対し、対話と外交による平和構築への取り
組みを求める動きが全国へと波及し、実現す
ることをせつに希望することから、本請願に
賛成する。

請願の要旨
　以下の内容の意見書を国に提出してくださ
い。
　１．健康保険証の廃止の中止を国に求める
こと
▶反対討論
▷　マイナ保険証に他人の情報がひも付いて
しまう問題については、いわゆるヒューマン

エラーであり、デジタル化したことでそのミ
スが発見しやすくなったものである。このよ
うなミスが出てきたからといって、マイナ保
険証を否定することは大きな間違いであり、
むしろ再発防止に向けたデジタル化の恩恵、
過度期の措置の一つと捉えるべきである。Ｉ
Ｔの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより
良い方向に変化させる、いわゆるＤＸ推進を
止めてはならないと考え、本請願に反対する。
▷　個人情報の漏洩やひも付け誤りは、決し
てあってはならないが、最も重要なことは、
適切な対策を講じ、同じ誤りを繰り返さない
ことであり、国民の信頼を回復するために、
適切な再発防止対策と丁寧な説明で国民の不
安解消に努めることだと考える。また、国民
健康保険と後期高齢者医療に関しては、約半
数の市民が既に登録を完了しており、市内医
療機関等の８割で準備が整っていることを勘
案すると、健康保険証の廃止を中止すること
は、これまで努力をしてきた市民や医療機関

等の理解が得られないと考え、本請願に反対
する。
▶賛成討論
▷　誤登録やひも付けミスが多発しており、
誤投薬など命に関わる問題の発生、保険者の
事務負担の増加等が懸念される。また、受付
での事務的なトラブルを回避するために健康
保険証を存続させることは、全ての医療機関
や市民にとって有益であると考える。地域の
小さな医療機関では、オンラインシステム導
入による経費圧迫のため閉院を余儀なくされ
た医療機関も実際に存在し、地域医療が脅か
される事態になっている。市民がどの医療機
関を受診してもスムーズに資格確認がなされ、
誤投薬等の心配をせずに安心して医療を受け
るためには、健康保険証を廃止せず、存続さ
せることが望ましいと考え、本請願に賛成す
る。
▷　市内では今のところ、ひも付けミスなど
は発覚していないというものの、今後も一切

ミスがないことは保証できない。この制度の
強行の裏に、個人情報を儲けのために使いた
いという財界の意向があることも明らかにな
っている。マイナ保険証の利用率はわずか５
％に過ぎず、医療機関の８割でカードリーダ
ー導入がされているとは言え、これも義務化
によるもので、理解や納得が進んだとは到底
言えない。多くの市民の声を代弁した切実な
願いの声であると受け止めるべきと考え、本
請願に賛成する。

主  な  議  案  の  内  容

今後の越谷サンシティのあり方に関する
方針の議決に関する条例制定について

越谷市立小中一貫校整備ＰＦＩ事業に係
る特定事業契約の締結について

市長提出議案

請　　　　願
令和４年度歳入歳出決算認定

沖縄を再び戦場にしないため、対話と外
交による問題解決をはかるよう国に意見
書の提出を求める件

健康保険証廃止の中止を求める意見書を
国に提出することを求める件
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こしがや市議会だより　令和5年（2023年）11月１日　　　　　❸

 質疑および討論については、その主なもの
を掲載しています。
　各議案の概要は市議会
ホームページに掲載しています。

 本議案は、今後の越谷サンシティのあり方
に関する方針について、議会の議決事件とす
る必要があるため、提案されました。
▶議案質疑
問　今回の条例提案は５請願第１号の趣旨に
沿ったものか。
答　本年６月定例会で採択をされた５請願第
１号について、真摯に受け止め対応するとい
うのが本市の基本姿勢である。そのため、請
願の要旨の一つである、今後の越谷サンシテ
ィのあり方に関する方針を議決事項とするこ
とについて、提案するものである。
問　請願の要旨にある、南越谷地区のにぎわ
い創出に十分配慮することについても真摯に
受け止めるということか。
答　本来の目的もそのようなものになってお
り、しっかりと真摯に受け止めたい。

　本議案は、越谷市立小中一貫校整備ＰＦＩ
事業に係る特定事業契約の締結をするにあた
り、民間資金等の活用による公共施設等の整
備等の促進に関する法律の規定により、提案
されました。
▶議案質疑
問　落札グループの方が約１２億円安い入札
価格であったが、この結果の受け止めは。ま
た、建築の質や安全性、あるいは下請業者等
に影響が出ないか。
答　前回の評価では性能８割、価格２割の設
定であったが、議員の意見等を受け性能７割、
価格３割に変更した。その上での総合評価点
で判断したものである。また影響等について
は、市としてモニタリングをしっかりやって
いくこと、この契約自体が公契約条例に該当
することから、しっかり守られていくべきこ
とだと考える。
▶反対討論
▷　ＰＦＩは導入可能性調査の時点で、直接
施工とのコストの差のみを問題とするが、学
校建設をコストで判断することはなじまない。
また、学校施設の維持管理が民間に丸投げに
なる懸念が拭えないことから、本議案に反対
する。

 一般会計の決算額は、歳入では対前年度比
０．３％減の１３３１億９２８３万円、歳出
では対前年度比０．８％増の１２３２億２８
２１万円でした。
　８つの特別会計全体の決算額は歳入が６２
８億２８６１万円、歳出が６０２億３８１８
万円でした。
 病院事業会計では、収益的収入および支出
のうち収入の決算額は１１９億１７６０万円、
支出の決算額は１２１億６１５９万円、資本
的収入および支出のうち、収入の決算額は６

億６０６１万円、支出の決算額は１２億４０
５３万円でした。なお、資本的収入額が資本
的支出額に対して不足する額は、過年度分損
益勘定留保資金などから補てんしました。
 公共下水道事業会計については、収益的収
入および支出のうち収入の決算額は、６７億
４２８９万円、支出の決算額は５９億６２０
２万円で、資本的収入および支出のうち収入
の決算額は２１億９９６７万円、支出の決算
額は４０億４６４９万円でした。なお、資本
的収入額が資本的支出額に対して不足する額
は、当年度分損益勘定留保資金などから補て
んしました。
 一般会計および各特別会計の歳入歳出決算
認定、ならびに事業会計決算認定の１１議案
については、予算決算常任委員会において４
日間にわたって審査しました。
※委員会における主な審査の内容は、５ペー
ジの「予算決算常任委員会の審査」をご覧く
ださい。
※表示単位未満を四捨五入しています。
（一般会計歳入歳出決算認定について）
▶議案質疑
問　住宅・店舗改修促進補助金に対する評価
は。
答　令和４年度は２１０件の交付決定を行い、
税抜きの概算工事費は約２億４８１１万円と
なった。抽選倍率は約２倍となるなど市民ニ
ーズも高く、受注拡大による経済効果や地域
内経済の循環、地域の住環境の改善につなが
る効果的な事業であると考える。
▶反対討論
▷　小中一貫校整備事業３学園構想について、
統廃合や大規模化が子どもたちに対して悪影
響であるとの指摘および改善要求に市教育委
員会は聞く耳を持たない。どんなに訴えても
見直しすらされない事業に賛成できないこと
から、本決算認定に反対する。
▶賛成討論
▷　健全財政の維持を念頭に置き、積極的な
財源確保に努めつつ、各分野における施策が
意欲的に実施され、創意と工夫を凝らした事
業の推進が図られたものと判断し、本決算認
定に賛成する。
（国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて）
▶反対討論
▷　２度の消費税増税とコロナショックに加
え、ウクライナ侵攻と異常な物価高騰により
市民生活への影響はさらに深刻なものとなる
中で、市民に寄り添い真摯に対応する姿勢が
不十分と言わざるを得ないことから、本決算
認定に反対する。

※請願の全文はホームページ
　に掲載しています。

請願の要旨
　先の戦争で多大な犠牲を払った沖縄が再び
戦場にならないように、対話と外交による平
和構築の積極的取り組みを行うよう国の関係
機関に働きかけていただきたい。

▶反対討論
▷　抑止力を強化するため、攻撃されたら反
撃するのは当然のことであり、反撃能力の保
有の最大の目的は、敵対国に対してわが国を
侵略することの難しさを知らしめることにあ
る。沖縄を再び戦場にしないためにも、積極
的防衛能力の保持が必要と考えることから、
本請願に反対する。
▷　対話と外交に関して、政府は外交力と防
衛力を強化して、自由で開かれた国際社会構
築に貢献する考えを示している。また、中国
は健全な関係を維持していかなければならな
い国であり、日本が平和安全法制で専守防衛
の範囲内に納めたことを中国は深く理解して
いることから、本請願に反対する。
▷　国民の命と平和な暮らしをしっかりと守
れる体制を国内外に明確に示すことが、対話
や外交による問題解決を実現するための説得
力につながるものと考える。また、対話に頼
るだけでは、国家の安全や国益を保護するこ
とは困難と言わざるを得ず、そのため、軍事
的な備えや同盟関係の強化など、さまざまな
対策を講じる必要があると考え、本請願に反
対する。
▶賛成討論
▷　政府は、軍事力増強は抑止力になるとし
ているが、かえって地域周辺の緊張を高め、
不測の事態を生ずる危険性が増すことへの懸
念は拭えない。また、敵基地攻撃能力による
攻撃は、相手国からのミサイルなどによる報
復を招くことは必須で、沖縄が再び標的とさ
れるとの不安が広がっている。日本が再び戦
地になることは、誰も望んでいないと考え、
本請願に賛成する。
▷　日中双方が互いに脅威とならない、それ
を遵守すると表明しており、この合意の誠実
な履行と具体化は、日中双方に課せられた重
い責任であり、そのためにも丁寧な対話がど
うしても必要である。武力は持たないとした
平和憲法を生かした外交努力を政府に期待し、
平和を愛する市民の声を、地方議会を通じて
国に示すことは大変重要であると考え、本請
願に賛成する。
▷　戦争が絶対に生じない永遠平和の構築が
最重要であると考える。本市では、平成２０
年１１月３日に越谷市平和都市宣言を行って
いる。また、本請願をきっかけに、関係機関
に対し、対話と外交による平和構築への取り
組みを求める動きが全国へと波及し、実現す
ることをせつに希望することから、本請願に
賛成する。

請願の要旨
　以下の内容の意見書を国に提出してくださ
い。
　１．健康保険証の廃止の中止を国に求める
こと
▶反対討論
▷　マイナ保険証に他人の情報がひも付いて
しまう問題については、いわゆるヒューマン

エラーであり、デジタル化したことでそのミ
スが発見しやすくなったものである。このよ
うなミスが出てきたからといって、マイナ保
険証を否定することは大きな間違いであり、
むしろ再発防止に向けたデジタル化の恩恵、
過度期の措置の一つと捉えるべきである。Ｉ
Ｔの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより
良い方向に変化させる、いわゆるＤＸ推進を
止めてはならないと考え、本請願に反対する。
▷　個人情報の漏洩やひも付け誤りは、決し
てあってはならないが、最も重要なことは、
適切な対策を講じ、同じ誤りを繰り返さない
ことであり、国民の信頼を回復するために、
適切な再発防止対策と丁寧な説明で国民の不
安解消に努めることだと考える。また、国民
健康保険と後期高齢者医療に関しては、約半
数の市民が既に登録を完了しており、市内医
療機関等の８割で準備が整っていることを勘
案すると、健康保険証の廃止を中止すること
は、これまで努力をしてきた市民や医療機関

等の理解が得られないと考え、本請願に反対
する。
▶賛成討論
▷　誤登録やひも付けミスが多発しており、
誤投薬など命に関わる問題の発生、保険者の
事務負担の増加等が懸念される。また、受付
での事務的なトラブルを回避するために健康
保険証を存続させることは、全ての医療機関
や市民にとって有益であると考える。地域の
小さな医療機関では、オンラインシステム導
入による経費圧迫のため閉院を余儀なくされ
た医療機関も実際に存在し、地域医療が脅か
される事態になっている。市民がどの医療機
関を受診してもスムーズに資格確認がなされ、
誤投薬等の心配をせずに安心して医療を受け
るためには、健康保険証を廃止せず、存続さ
せることが望ましいと考え、本請願に賛成す
る。
▷　市内では今のところ、ひも付けミスなど
は発覚していないというものの、今後も一切

ミスがないことは保証できない。この制度の
強行の裏に、個人情報を儲けのために使いた
いという財界の意向があることも明らかにな
っている。マイナ保険証の利用率はわずか５
％に過ぎず、医療機関の８割でカードリーダ
ー導入がされているとは言え、これも義務化
によるもので、理解や納得が進んだとは到底
言えない。多くの市民の声を代弁した切実な
願いの声であると受け止めるべきと考え、本
請願に賛成する。

◇議案の概要は市議会ホームページから確認できます。審議結果令和５年９月定例会
すべての議員が賛成した議案（議長・欠席者を除く）
議案番号

省略

付　託
委員会 議　案　名 議案番号 付　託

委員会 議　案　名

市長提出
第 6 1号

省略
市長提出
第 6 2 号
　 ～ 　
第６５号
市長提出
第 6 6 号

市長提出
第 7 8 号
市長提出
第 7 9 号
市長提出
第 8 0 号

令和5年度越谷市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計補正予算(第
1号)について

令和5年度越谷市介護保険特別会計補正予算(第1号)について

令和5年度越谷都市計画事業西大袋土地区画整理事業費特別会計補
正予算(第1号)について

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

市長提出
第 8 1号

令和5年度越谷都市計画事業東越谷土地区画整理事業費特別会計補
正予算(第1号)について

越谷市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
（足立　夢実　氏（新任））

総務

環境経済
・建設

民生

環境経済
・建設

子ども
・教育
子ども
・教育
子ども
・教育
子ども
・教育

市長提出
第 6 7 号

令和4年度越谷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい
て

市長提出
第 8 4号

今後の越谷サンシティのあり方に関する方針の議決に関する条例制
定について

市長提出
第 6 8 号 令和4年度越谷市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について市長提出

第 8 5 号

越谷市手数料条例及び越谷市旅館業法施行条例の一部を改正する条
例制定について

市長提出
第 6 9 号

令和4年度越谷市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計歳入歳出決
算認定について

市長提出
第 8 6 号 予算決算

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

越谷市立体育館条例の一部を改正する条例制定について市長提出
第 7 0 号

令和4年度越谷都市計画事業東越谷土地区画整理事業費特別会計歳
入歳出決算認定について

市長提出
第 8 7 号 予算決算

予算決算

しらこばと運動公園競技場改修工事請負契約の締結について

財産の取得について(しらこばと運動公園競技場計時機器)

財産の取得について(空気清浄機)

令和5年度越谷市一般会計補正予算(第4号)について

市長提出
第 7 1号

令和4年度越谷都市計画事業七左第一土地区画整理事業費特別会計
歳入歳出決算認定について

市長提出
第 8 8 号 予算決算

市長提出
第 7 2 号

令和4年度越谷都市計画事業西大袋土地区画整理事業費特別会計歳
入歳出決算認定について

市長提出
第 8 9 号 予算決算

市長提出
第 7 3 号

令和4年度越谷市公共用地先行取得事業費特別会計歳入歳出決算認
定について

市長提出
第 9 0 号 予算決算

予算決算 令和5年度越谷市国民健康保険特別会計補正予算(第1号)について

令和5年度越谷市後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号)につい
て

市長提出
第 7 5 号
市長提出
第 7 6 号
市長提出
第 77 号

令和4年度越谷市病院事業会計決算認定について市長提出
第 9 1号 予算決算

令和4年度越谷市公共下水道事業会計利益処分及び決算認定につい
て

市長提出
第 9 2 号 予算決算

予算決算

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
（市川　美砂子　氏（再任）　　駒場　伸子　氏（再任）
吉村　総一　氏（再任）　高橋　護　氏（再任））

越谷市立小中一貫校整備ＰＦＩ事業に
係る特定事業契約の締結について
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議案番号 付託委員会

総務

議案名

会派名

議員名

市長提出
第 7 4 号

令和4年度越谷市一般会計歳入歳出決
算認定について

市長提出
第 8 2 号

令和4年度越谷市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定について

市長提出
第 8 3 号

健康保険証廃止の中止を求める意見書
を国に提出することを求める件

5 請 願
第 3 号

沖縄を再び戦場にしないため、対話と
外交による問題解決をはかるよう国に
意見書の提出を求める件

5 請 願
第 2 号

子ども
・教育 可決426○欠○○

×××

○○○○○

×

○○○○○○○○○○○○○○○議○○○
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市民ネットは「越谷市民ネットワーク」、維は「日本維新の会」の略 



沖縄を再び戦場にしないため、対話と外交に
よる問題解決をはかるよう国に意見書の提出
を求める件
　本請願は、紹介議員ならびに参考人として
請願者のうち３名の出席を求め審査を行いま
した。
　質疑・討論の後、本請願を採択することに
ついて採決し、賛成多数により採択と決しま
した。
※なお、９月２６日の定例会最終日に委員長
から審査経過ならびに結果の報告があり、討
論・採決の結果、本会議においては、賛成少
数により不採択と決しました。
問　今回４４名の方が請願者となるに至った
きっかけは。また、沖縄に関する問題につい
て越谷市議会から意見書を提出する意義は。
答（参考人）　請願を通じて国や社会に訴え
ることができるのではないかという意見が増
えていき、次第に請願者も増えた。また、越
谷市は平和都市宣言をしており、全国的に広
がっていく契機になると考えている。
問　特に北朝鮮は国交も正常化されておら
ず、対話ができない状況のなかで、危険を回
避できると考えているのか。
答（参考人・紹介議員）　北朝鮮が日本と信
頼関係を持てるようになれば、ミサイル攻撃
や核開発の必要性も減り、脅威の削減が可能
と考える。相手が対話に乗らないとしても、
こちらからの外交努力は続けてもらいたい。
▶発言　反撃能力は、やむを得ない必要最小
限度の自衛の措置として行使されるものであ
る。現状において、政府は沖縄を再び戦場に
しないため、対話と外交による問題解決を図
る努力を惜しまず頑張っているものと考える。
▶賛成討論　石垣市議会は長射程ミサイルの
石垣島配備について、到底容認できないとす
る意見書を採択した。今年、日本は戦後７８
年になり、この平和がずっと続くよう願うの
は市民の強い思いであるとの理由から、本請
願に賛成する。
▷　日本政府、中国政府の両政府から互いに
脅威とならないとの合意について、順守する
という表明がされており、大変重要な到達点
と言える。日本政府に努力してほしい、そし
て、本市議会からもこの声を政府に届けてほ
しいという願意に賛同し、本請願に賛成する。
今後の越谷サンシティのあり方に関する方針
の議決に関する条例制定について
問　サンシティ整備スケジュールの遅れは想

定されるか。
答　附属機関の立ち上げ等に相応の時間が掛
かると考えられること等を考慮すると、いつ
事業に着手できるか等については予断を持っ
て答えることはできないが、現在計画で掲げ
ている令和１１年度のリニューアルオープン
はいささか厳しい状況にあると考える。
問　本議案の法的根拠である、地方自治法第
９６条第２項を活用していくことについての
見解は。
答　同条第１項では市政運営上の重要事項は
網羅されておらず第２項を積極的に活用すべ
き、との論調がある一方、同法の首長の専属
事項を踏まえ第２項の活用は極力抑制すべ
き、との論調もある。一律に判断するのでは
なく、例えば一定の基準を設けるとしても、
時間をかけて慎重に検討すべきものであると
考える。

健康保険証廃止の中止を求める意見書を国に
提出することを求める件
　本請願は、紹介議員ならびに参考人として
請願者のうち３名の出席を求め審査を行いま
した。
　質疑・討論の後、本請願を採択することに
ついて採決し、賛成少数により不採択と決し
ました。
※なお、９月２６日の定例会最終日に委員長
から審査経過ならびに結果の報告があり、討
論・採決の結果、本会議においても、賛成少
数により不採択と決しました。
問　現行保険証の廃止の中止を求める理由
は。
答（参考人）　マイナ保険証を利用しない方
が、資格確認書を取得する必要性について、
納得できる説明がされていない。資格確認書
は、現行の健康保険証と取り扱いがほぼ変わ
らず、発行には今以上の税金が必要となる。
現行保険証を継続するほうが合理的であると
考え、保険証の廃止は見直していただきたい。
問　マイナ保険証のメリットは。
答（執行部）　転居時などの健康保険証の作
り直しや、更新作業が不要となる。また、一
元的に情報を集約できるため、保険証の誤使
用がなくなるほか、限度額適用認定証の取得
手続きを行うことなく医療機関で情報の確認
ができる。さらに、同意があれば、診療情報
などを医師等が確認でき、効果的な医療が期
待できる。確定申告時の医療費控除への活用
もできる。医療機関の事務軽減も期待できる。
▶発言　マイナンバーカードは市民の利便性
向上や業務効率化に寄与しており、マイナ保
険証についても、コスト削減や効果的な医療
の実現につながっている。ひも付け誤り等は
あってはならないが、繰り返さないことが重
要であり、国は再発防止対策と説明に努める
必要がある。保険証の廃止延長などであれば
願意の検討も考えられるが、廃止の中止は市
民や医療機関の理解が得られないと考える。
▷　マイナ保険証により、市では総点検を押
し付けられている。また、医療機関の中には、
現行保険証の廃止に反対するポスターを掲示
したり、署名を置いている場所がある。また、
世論調査でも、今のスケジュールのまま現行
保険証を廃止すべきという声は少数である。
これらのことから、当該請願は市民の声を代
弁したものであると受け止めるべきである。
▶賛成討論　マイナ保険証を巡るトラブルの
報道は後を絶たないが、国は現行の健康保険

証廃止を撤回しようとしない。リスクやデメ
リットにも触れていない。この国の態度が、
市民や医療機関、市政運営に混乱をさせてい
ることは否定できない。混乱の軽減解消には、
現行の健康保険証の継続が簡単で効果的であ
ると考えることから、本請願に賛成する。

市道路線の認定について
　「廃止した路線の終点を変更するにあたっ
ての、市道認定の考え方」に関する質疑があ
りました。

越谷市立体育館条例の一部を改正する条例制
定について
問　体育館の名称を「越谷市立地域スポーツ
センター」とした経緯は。
答　大沢地区自治会連合会や体育協会、レク
リエーション協会等へのアンケートで得票数
が最も多かった「越谷市立地域スポーツセン
ター」とした。なお、地域の住民からは「大沢」
の名前を入れてほしいとの意見もあったが、
市民全体で使用する体育館であることなどを
説明し、ご理解をいただいた。
　

越谷市立小中一貫校整備ＰＦＩ事業に係る特
定事業契約の締結について
問　小中一貫校事業費の増額理由は。また、
契約後に建築費用を増額する可能性は。さら
に、建物完成後の学園での教育方針は。
答　建築費等の高騰が原因と捉えている。ま
た、今回事業者からいただいたプランは要求
水準書を満たしているうえに、やや優れてい
ると全審査員が評価しているものであり、現
在のところ増額は考えていない。ただし、今
後学校現場へのヒアリング等により、増額す
る可能性はあるが、基本的には予算内に収め
ることを中心に考えていきたい。さらに、本
市初の小中一貫校の設立であるため、それぞ
れの学園でコンセプトをもって教育活動を進
めていきたい。
▶反対討論　計画策定にあたり、保護者等か
らの意見聴取が不足している。課題に対して
もこれから考えるとの話で具体的な対応策に
なっておらず、教育委員会の都合による施設
建設ありきで、子どものための計画とは言え
ないと考え、本議案に反対する。
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令和５年度越谷市一般会計補正予算（第４号）
について
問　防災ラジオの購入予定は。また、災害時
要援護者避難支援制度の要援護者に対する防
災ラジオの配付状況は。
答　補正で５００台の購入を予定し今年度合
計 8００台となる。また、要援護者５２０人
に対し、令和４年度の先行配付で１０６台、
令和５年度は１１台の先行配付を行った。

令和４年度越谷市一般会計歳入歳出決算認定
について
問　市税徴収率が０．２ポイント上昇した要
因は。
答　預貯金照会システムの本格導入による積
極的な財産調査の実施や、債権差し押さえを
主とした滞納処分等の取り組みが徴収率上昇
に寄与したものと考える。
問　ホームページシステム保守管理等委託料
の内訳は。また、市ホームページのリニュー
アルに伴う成果は。
答　主にホームページのリニューアル経費や
運用管理委託料等であった。ネット市役所等
の導入を行い、より検索しやすくわかりやす
いホームページの構築を行った。
問　システム標準化に向けた進捗状況は。
答　令和４年度は、標準準拠システムへの移
行に必要となる調達仕様書等を作成するため
の業務委託等を行った。現在実施しているＲ
ＦＩの結果を踏まえ、令和６年度から実際の
システム移行等に取り組む予定である。
問　メディカルコントロール体制の令和４年
度の状況とその効果は。
答　心肺停止や窒息など、５つの症例ごとの
活動手順を定めたプロトコールの運用のほ
か、救急現場で常時医師に連絡を取れる体制
の確立、救急活動の事後検証、検証結果の実
習への活用、といったＰＤＣＡサイクルを回
すことにより、救急活動の質の保証と向上に
役立ったものと考えている。

令和４年度越谷市一般会計歳入歳出決算認定
について
問　緊急通報システムを拡充させる考えは。
答　６５歳以上の市民税非課税世帯で、電話
回線を有する方のうち、発作症状を伴う疾患
がある一人暮らしの方等を対象としている。
対象者については、都度拡充を図っている。
今後も市民ニーズ等を参考にしながら事業拡
充について検討していきたいと考えている。
問　産後ケア事業の対象を拡充させる考え
は。
答　家族等からの援助を受けられない、出産
後、心身の不調や不安がある方を対象として
おり、対象設定の際は国の指針を参考にした。
現在、国では対象の拡充について検討してい
るとのことであるため、指針が示され次第、
事業に反映できるよう準備していきたい。
令和４年度越谷市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算認定について
問　ジェネリック医薬品差額通知の効果は。
答　郵便料金やコールセンター、通知作成費
用などにより、約２５万円の費用負担が生じ
た。一方で、ジェネリック医薬品への切り替
え率は約１６％であり、保険者分と加入者自
己負担分を合計した効果額は約１７９万円で
あった。
令和４年度越谷市病院事業会計決算認定につ
いて
問　第六期中期経営計画における取り組み
は。
答　連携充実加算等の新たな施設基準の取得
により約２３４０万円の収益が確保できたほ
か、ジェネリック医薬品の採用推進により、
約１億４５００万円の経費が削減できた。ま
た、コロナ患者を受け入れてきた８－１病棟
の取り扱いを変更することで、高度治療室の
設置を検討している。設置により、一定程度
の費用はかかる見込みであるが、診療報酬等
の増額が見込めると考えている。

令和５年度越谷市一般会計補正予算(第４号)
について
問　冠水センサーの設置箇所を今後増やして
いく考えは。
答　今回は市内３９か所にセンサーを設置
し、当初予算で１１か所設置することにより、
合計５０か所に設置する予定である。

令和４年度越谷市一般会計歳入歳出決算認定
について
問　カラス被害対策業務委託料の内容および
効果は。
答　北越谷駅東口周辺においてカラスによる
被害対策を講じているものであり、令和４年
度には民間業者と協定を締結し実証実験を行
った。実験では、スピーカーやカメラなどの
機器を電柱に設置し、遠隔地からカラスの忌

避音声を流し、駅周辺からカラスを分散させ
ることの効果を検証し、飛来していたカラス
の減少が見られた。
問　職業能力開発支援事業の令和４年度の実
績および効果は。
答　令和４年度は各種セミナーを合計４５回
開催し、延べ５２８人の参加があった。すべ
てのセミナーにおいて速やかに定員に達して
おり、アンケートでは９５％を超える満足度
となっている。また、特に支援が必要かつ需
要が高い就職氷河期世代、女性、高齢者に対
するセミナーの充実を図った。
問　アスベスト室内環境測定等委託料の決算
金額が上昇している理由は。
答　令和４年４月に改正大気汚染防止法が施
行されたことから、既存の建築材料について、
改修工事着手前にアスベストの含有調査を行
う必要が生じたため、その委託料が増加した
ものである。
問　マンション管理適正化推進計画策定の進
捗状況は。
答　令和４年度に実施した分譲マンション実
態調査の結果を踏まえ、施策の方針等につい
て検討しているところである。

令和５年度越谷市一般会計補正予算(第４号)
について
問　教育センター事務費について、超過勤務
手当および相談件数増加の内容は。
答　複数の新規事業があったことなどから業
務量が増加した。また、来所相談件数は令和
５年度末には７５００件に上る見込みであ
る。ＳＮＳ相談もｉＰａｄによる相談等の取
り組みを進めていることから増加している。
令和４年度越谷市一般会計歳入歳出決算認定
について
問　プラス保育幼稚園事業の成果は。
答　待機児童の多い０から２歳児までを対象
とする小規模保育事業所の卒園児童の受け皿
として機能し、待機児童の減少につながった。
問　学童保育室における夏休み期間中の給食
提供日数が予定よりも少なくなった理由は。
また、今後日数を拡大していく考えは。
答　各学校給食センターにおける改修工事等
が夏休み期間中に実施されたことから５日間
に減少した。各施設の老朽化が進む中で令和
５年度までは厳しい状況だが、令和６年度以
降は稼動できる給食センターの調整を行うな
ど、提供日数を拡大していきたい。
問　市立図書館における専門書や学術書の蔵
書方法と市民からのリクエストへの対応は。
答　越谷市立図書館資料収集方針に基づき、
専門書や学術書も蔵書している。また、市内
に希望する本がない場合、県内他市の図書館
からの取り寄せも可能となっており、リクエ
ストにより提供できる体制を整えている。

越谷市立地域スポーツセンターの完成イメージ

総　務 民　生
環境経済・
建設

子ども・
教育

　９月定例会に上程された議案のう
ち、市長提出議案９件と請願２件が部
門別の常任委員会に付託され審査を行
いました。
※質疑のあった議案について主な質疑
と答弁を掲載しています。ＱＲコード
を読み取ると、委員会の録画映像をご
覧いただけます。

常任委員会
（部門別）の審査



沖縄を再び戦場にしないため、対話と外交に
よる問題解決をはかるよう国に意見書の提出
を求める件
　本請願は、紹介議員ならびに参考人として
請願者のうち３名の出席を求め審査を行いま
した。
　質疑・討論の後、本請願を採択することに
ついて採決し、賛成多数により採択と決しま
した。
※なお、９月２６日の定例会最終日に委員長
から審査経過ならびに結果の報告があり、討
論・採決の結果、本会議においては、賛成少
数により不採択と決しました。
問　今回４４名の方が請願者となるに至った
きっかけは。また、沖縄に関する問題につい
て越谷市議会から意見書を提出する意義は。
答（参考人）　請願を通じて国や社会に訴え
ることができるのではないかという意見が増
えていき、次第に請願者も増えた。また、越
谷市は平和都市宣言をしており、全国的に広
がっていく契機になると考えている。
問　特に北朝鮮は国交も正常化されておら
ず、対話ができない状況のなかで、危険を回
避できると考えているのか。
答（参考人・紹介議員）　北朝鮮が日本と信
頼関係を持てるようになれば、ミサイル攻撃
や核開発の必要性も減り、脅威の削減が可能
と考える。相手が対話に乗らないとしても、
こちらからの外交努力は続けてもらいたい。
▶発言　反撃能力は、やむを得ない必要最小
限度の自衛の措置として行使されるものであ
る。現状において、政府は沖縄を再び戦場に
しないため、対話と外交による問題解決を図
る努力を惜しまず頑張っているものと考える。
▶賛成討論　石垣市議会は長射程ミサイルの
石垣島配備について、到底容認できないとす
る意見書を採択した。今年、日本は戦後７８
年になり、この平和がずっと続くよう願うの
は市民の強い思いであるとの理由から、本請
願に賛成する。
▷　日本政府、中国政府の両政府から互いに
脅威とならないとの合意について、順守する
という表明がされており、大変重要な到達点
と言える。日本政府に努力してほしい、そし
て、本市議会からもこの声を政府に届けてほ
しいという願意に賛同し、本請願に賛成する。
今後の越谷サンシティのあり方に関する方針
の議決に関する条例制定について
問　サンシティ整備スケジュールの遅れは想

定されるか。
答　附属機関の立ち上げ等に相応の時間が掛
かると考えられること等を考慮すると、いつ
事業に着手できるか等については予断を持っ
て答えることはできないが、現在計画で掲げ
ている令和１１年度のリニューアルオープン
はいささか厳しい状況にあると考える。
問　本議案の法的根拠である、地方自治法第
９６条第２項を活用していくことについての
見解は。
答　同条第１項では市政運営上の重要事項は
網羅されておらず第２項を積極的に活用すべ
き、との論調がある一方、同法の首長の専属
事項を踏まえ第２項の活用は極力抑制すべ
き、との論調もある。一律に判断するのでは
なく、例えば一定の基準を設けるとしても、
時間をかけて慎重に検討すべきものであると
考える。

健康保険証廃止の中止を求める意見書を国に
提出することを求める件
　本請願は、紹介議員ならびに参考人として
請願者のうち３名の出席を求め審査を行いま
した。
　質疑・討論の後、本請願を採択することに
ついて採決し、賛成少数により不採択と決し
ました。
※なお、９月２６日の定例会最終日に委員長
から審査経過ならびに結果の報告があり、討
論・採決の結果、本会議においても、賛成少
数により不採択と決しました。
問　現行保険証の廃止の中止を求める理由
は。
答（参考人）　マイナ保険証を利用しない方
が、資格確認書を取得する必要性について、
納得できる説明がされていない。資格確認書
は、現行の健康保険証と取り扱いがほぼ変わ
らず、発行には今以上の税金が必要となる。
現行保険証を継続するほうが合理的であると
考え、保険証の廃止は見直していただきたい。
問　マイナ保険証のメリットは。
答（執行部）　転居時などの健康保険証の作
り直しや、更新作業が不要となる。また、一
元的に情報を集約できるため、保険証の誤使
用がなくなるほか、限度額適用認定証の取得
手続きを行うことなく医療機関で情報の確認
ができる。さらに、同意があれば、診療情報
などを医師等が確認でき、効果的な医療が期
待できる。確定申告時の医療費控除への活用
もできる。医療機関の事務軽減も期待できる。
▶発言　マイナンバーカードは市民の利便性
向上や業務効率化に寄与しており、マイナ保
険証についても、コスト削減や効果的な医療
の実現につながっている。ひも付け誤り等は
あってはならないが、繰り返さないことが重
要であり、国は再発防止対策と説明に努める
必要がある。保険証の廃止延長などであれば
願意の検討も考えられるが、廃止の中止は市
民や医療機関の理解が得られないと考える。
▷　マイナ保険証により、市では総点検を押
し付けられている。また、医療機関の中には、
現行保険証の廃止に反対するポスターを掲示
したり、署名を置いている場所がある。また、
世論調査でも、今のスケジュールのまま現行
保険証を廃止すべきという声は少数である。
これらのことから、当該請願は市民の声を代
弁したものであると受け止めるべきである。
▶賛成討論　マイナ保険証を巡るトラブルの
報道は後を絶たないが、国は現行の健康保険

証廃止を撤回しようとしない。リスクやデメ
リットにも触れていない。この国の態度が、
市民や医療機関、市政運営に混乱をさせてい
ることは否定できない。混乱の軽減解消には、
現行の健康保険証の継続が簡単で効果的であ
ると考えることから、本請願に賛成する。

市道路線の認定について
　「廃止した路線の終点を変更するにあたっ
ての、市道認定の考え方」に関する質疑があ
りました。

越谷市立体育館条例の一部を改正する条例制
定について
問　体育館の名称を「越谷市立地域スポーツ
センター」とした経緯は。
答　大沢地区自治会連合会や体育協会、レク
リエーション協会等へのアンケートで得票数
が最も多かった「越谷市立地域スポーツセン
ター」とした。なお、地域の住民からは「大沢」
の名前を入れてほしいとの意見もあったが、
市民全体で使用する体育館であることなどを
説明し、ご理解をいただいた。
　

越谷市立小中一貫校整備ＰＦＩ事業に係る特
定事業契約の締結について
問　小中一貫校事業費の増額理由は。また、
契約後に建築費用を増額する可能性は。さら
に、建物完成後の学園での教育方針は。
答　建築費等の高騰が原因と捉えている。ま
た、今回事業者からいただいたプランは要求
水準書を満たしているうえに、やや優れてい
ると全審査員が評価しているものであり、現
在のところ増額は考えていない。ただし、今
後学校現場へのヒアリング等により、増額す
る可能性はあるが、基本的には予算内に収め
ることを中心に考えていきたい。さらに、本
市初の小中一貫校の設立であるため、それぞ
れの学園でコンセプトをもって教育活動を進
めていきたい。
▶反対討論　計画策定にあたり、保護者等か
らの意見聴取が不足している。課題に対して
もこれから考えるとの話で具体的な対応策に
なっておらず、教育委員会の都合による施設
建設ありきで、子どものための計画とは言え
ないと考え、本議案に反対する。
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令和５年度越谷市一般会計補正予算（第４号）
について
問　防災ラジオの購入予定は。また、災害時
要援護者避難支援制度の要援護者に対する防
災ラジオの配付状況は。
答　補正で５００台の購入を予定し今年度合
計 8００台となる。また、要援護者５２０人
に対し、令和４年度の先行配付で１０６台、
令和５年度は１１台の先行配付を行った。

令和４年度越谷市一般会計歳入歳出決算認定
について
問　市税徴収率が０．２ポイント上昇した要
因は。
答　預貯金照会システムの本格導入による積
極的な財産調査の実施や、債権差し押さえを
主とした滞納処分等の取り組みが徴収率上昇
に寄与したものと考える。
問　ホームページシステム保守管理等委託料
の内訳は。また、市ホームページのリニュー
アルに伴う成果は。
答　主にホームページのリニューアル経費や
運用管理委託料等であった。ネット市役所等
の導入を行い、より検索しやすくわかりやす
いホームページの構築を行った。
問　システム標準化に向けた進捗状況は。
答　令和４年度は、標準準拠システムへの移
行に必要となる調達仕様書等を作成するため
の業務委託等を行った。現在実施しているＲ
ＦＩの結果を踏まえ、令和６年度から実際の
システム移行等に取り組む予定である。
問　メディカルコントロール体制の令和４年
度の状況とその効果は。
答　心肺停止や窒息など、５つの症例ごとの
活動手順を定めたプロトコールの運用のほ
か、救急現場で常時医師に連絡を取れる体制
の確立、救急活動の事後検証、検証結果の実
習への活用、といったＰＤＣＡサイクルを回
すことにより、救急活動の質の保証と向上に
役立ったものと考えている。

令和４年度越谷市一般会計歳入歳出決算認定
について
問　緊急通報システムを拡充させる考えは。
答　６５歳以上の市民税非課税世帯で、電話
回線を有する方のうち、発作症状を伴う疾患
がある一人暮らしの方等を対象としている。
対象者については、都度拡充を図っている。
今後も市民ニーズ等を参考にしながら事業拡
充について検討していきたいと考えている。
問　産後ケア事業の対象を拡充させる考え
は。
答　家族等からの援助を受けられない、出産
後、心身の不調や不安がある方を対象として
おり、対象設定の際は国の指針を参考にした。
現在、国では対象の拡充について検討してい
るとのことであるため、指針が示され次第、
事業に反映できるよう準備していきたい。
令和４年度越谷市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算認定について
問　ジェネリック医薬品差額通知の効果は。
答　郵便料金やコールセンター、通知作成費
用などにより、約２５万円の費用負担が生じ
た。一方で、ジェネリック医薬品への切り替
え率は約１６％であり、保険者分と加入者自
己負担分を合計した効果額は約１７９万円で
あった。
令和４年度越谷市病院事業会計決算認定につ
いて
問　第六期中期経営計画における取り組み
は。
答　連携充実加算等の新たな施設基準の取得
により約２３４０万円の収益が確保できたほ
か、ジェネリック医薬品の採用推進により、
約１億４５００万円の経費が削減できた。ま
た、コロナ患者を受け入れてきた８－１病棟
の取り扱いを変更することで、高度治療室の
設置を検討している。設置により、一定程度
の費用はかかる見込みであるが、診療報酬等
の増額が見込めると考えている。

令和５年度越谷市一般会計補正予算(第４号)
について
問　冠水センサーの設置箇所を今後増やして
いく考えは。
答　今回は市内３９か所にセンサーを設置
し、当初予算で１１か所設置することにより、
合計５０か所に設置する予定である。

令和４年度越谷市一般会計歳入歳出決算認定
について
問　カラス被害対策業務委託料の内容および
効果は。
答　北越谷駅東口周辺においてカラスによる
被害対策を講じているものであり、令和４年
度には民間業者と協定を締結し実証実験を行
った。実験では、スピーカーやカメラなどの
機器を電柱に設置し、遠隔地からカラスの忌

避音声を流し、駅周辺からカラスを分散させ
ることの効果を検証し、飛来していたカラス
の減少が見られた。
問　職業能力開発支援事業の令和４年度の実
績および効果は。
答　令和４年度は各種セミナーを合計４５回
開催し、延べ５２８人の参加があった。すべ
てのセミナーにおいて速やかに定員に達して
おり、アンケートでは９５％を超える満足度
となっている。また、特に支援が必要かつ需
要が高い就職氷河期世代、女性、高齢者に対
するセミナーの充実を図った。
問　アスベスト室内環境測定等委託料の決算
金額が上昇している理由は。
答　令和４年４月に改正大気汚染防止法が施
行されたことから、既存の建築材料について、
改修工事着手前にアスベストの含有調査を行
う必要が生じたため、その委託料が増加した
ものである。
問　マンション管理適正化推進計画策定の進
捗状況は。
答　令和４年度に実施した分譲マンション実
態調査の結果を踏まえ、施策の方針等につい
て検討しているところである。

令和５年度越谷市一般会計補正予算(第４号)
について
問　教育センター事務費について、超過勤務
手当および相談件数増加の内容は。
答　複数の新規事業があったことなどから業
務量が増加した。また、来所相談件数は令和
５年度末には７５００件に上る見込みであ
る。ＳＮＳ相談もｉＰａｄによる相談等の取
り組みを進めていることから増加している。
令和４年度越谷市一般会計歳入歳出決算認定
について
問　プラス保育幼稚園事業の成果は。
答　待機児童の多い０から２歳児までを対象
とする小規模保育事業所の卒園児童の受け皿
として機能し、待機児童の減少につながった。
問　学童保育室における夏休み期間中の給食
提供日数が予定よりも少なくなった理由は。
また、今後日数を拡大していく考えは。
答　各学校給食センターにおける改修工事等
が夏休み期間中に実施されたことから５日間
に減少した。各施設の老朽化が進む中で令和
５年度までは厳しい状況だが、令和６年度以
降は稼動できる給食センターの調整を行うな
ど、提供日数を拡大していきたい。
問　市立図書館における専門書や学術書の蔵
書方法と市民からのリクエストへの対応は。
答　越谷市立図書館資料収集方針に基づき、
専門書や学術書も蔵書している。また、市内
に希望する本がない場合、県内他市の図書館
からの取り寄せも可能となっており、リクエ
ストにより提供できる体制を整えている。

全体会において、以下のとおり討論が
ありました。
令和４年度越谷市一般会計歳入歳出決
算認定について…反対討論１件
令和４年度越谷市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定について…反対討
論１件

各議案の概要・請願
の内容は右記ＱＲコ
ードからご覧いただ
けます。 議案 請願

防災ラジオ

冠水センサー

環境経済・建設 分科会

子ども・教育 分科会

民　生　分科会

総　務　分科会

　９月定例会に上程された議案のうち、
市長提出議案１８件が予算決算常任委
員会に付託され、各分科会に送付し審
査を行いました。
※質疑のあった議案について主な質疑
と答弁を掲載しています。
ＱＲコードを読み取ると、
委員会の録画映像をご覧
いただけます。

予 算 決 算
常 任 委 員 会

の審査
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医療機関窓口でもマイナ保険証反対の声

青パトによるパトロールイメージ

山田　裕子  議員越谷市民ネットワーク 清水　泉  議員越谷市民ネットワーク

一般質問
市政に対する 　９月定例会では２０人の議員が市政全般について質問を行いました。

※一般質問は、議案に関係なく、市の行政事務について市長および執行機関
に質問することで、越谷市議会では１人１時間を目途に行われます。

問　越谷市内における一部外国人による迷
惑行為等への対策についての考えは。
市長　パトロールの実施や交通違反取締り
を越谷警察署に依頼した。また、駅周辺へ
の防犯カメラの設置や青パトによる下校時
の安全確保、民間事業者や自主防犯活動団
体と連携した防犯活動を実施している。今
後も越谷警察署をはじめとした関係機関と
連携し対応するなど、犯罪の起きにくいま
ちづくりに取り組んでいく。

Q 一部外国人による迷惑行為等への
対策について

問　近年、ホームで電車を待つ間、ベビー
カーや目の見えない方の転落事故が起きて
いる。特に大袋駅では心配する市民の声が
ある。駅のホームドア設置の今後の計画は。
市長　東武スカイツリーラインは、令和１
７年度までに越谷駅の急行線、せんげん台
駅、大袋駅を整備する予定、ＪＲ武蔵野線
では、令和１３年度までに南越谷駅、越谷
レイクタウン駅を整備する予定と聞いてい
る。

Q 市内のホームドア設置の現状と今
後の計画について

問　視覚障がい者にとって、横断歩道を渡
ることは命懸けである。音響式信号機の設
置や、横断歩道をまっすぐに歩くための道
しるべとなるエスコートゾーンの敷設を進
める考えは。
市長　市内では音響式信号機を２９か所、
エスコートゾーンを９か所設置している。
今後も視覚障がい者団体の方々などからの
要望等を踏まえ、設置について警察と調整
を図っていく。

Q 視覚障がいがあっても安心して歩
ける歩行環境について

浅古　高志  議員越谷刷新クラブ

問　荷物が重いことで転倒時、防御姿勢が
取れないなど、さまざまなリスクが考えら
れるがどの様な対応をとっているのか。
教育長　現在では、市内全ての学校におい
て、児童生徒の発達段階や学習上の必要性
等の実態から、全てまたは一部の学習用具
を置いて帰ることを認めている。今後につ
いても、学校と保護者が連携を図りながら、
児童生徒の負担軽減に向け、登下校時の荷
物について配慮するよう、指導していく。

Q 小中学生の荷物の重量問題について

問　障がい者などの農業就労いわゆる農福
連携は、農業、福祉におけるそれぞれの課
題を解決する取り組みと考えるが、越谷市
の取り組みは。
市長　農福連携の取り組みは障がいのある
方の就労機会の創出、農業分野での雇用促
進にもつながり、双方にメリットがあると
認識している。本市農業技術センターや指
定障害福祉サービス事業所しらこばとで取
り入れている。

Q 障がい者などの農業就労について

問　市民が医療機関でマイナ保険証を利用
した際に、正しい情報が示されないケース
はどのくらいあるか。またマイナ対応でき
ないことを理由に廃業した市内医療機関が
あるが、把握しているか。
市長　マイナ保険証に本人以外の情報がひ
も付いていた場合は、本人が国等に問い合
わせるため、市では把握できていない。医
療機関の廃止理由にマイナ保険証の記載は
ないが、きっかけになった可能性はある。

Q マイナ保険証の利用における市民や
市内医療機関等への影響について

問　会社や工場は、浸水すると機械が壊れ
て仕事が出来なくなる。浸水を防ぐために
止水板を設置することが有効と考えるが、
設置に際し、市から補助金を交付する考え
は。
市長　止水板設置にあたり、補助金を交付
している自治体が県内にあることは把握し
ている。国の交付金を活用できるか等、調
査研究し、止水板の設置に向けて検討した
い。

Q 災害への対応について

問　小中学校の老朽化による外壁タイルの
剝離や損傷しているコンクリート階段等、
修繕が必要な校舎の安全性の確保は。
教育長　学校の現状を確認し、点検等によ
り、安全上の問題や不具合がある箇所につ
いては、必要に応じて応急処置を行い、一
定規模以上の場合は予算を確保し、改修工
事を行うなど、全てには対応できてはいな
いが、優先順位を設けて順次改修等を行い、
危険箇所などの対応に努めていく。

Q 校舎の安全性の確保について

問　昨年の本市における不登校児童生徒は
小学校２０３人、中学校３９８人となって
いる。また、長期の欠席に陥る前に対応す
ることが重要と考えるが、不登校を本格化
させないために何らかの基準等を定め、早
期の段階で統一的な対応をとる考えは。
教育長　不登校の未然防止のための早期対
応マニュアルのようなものについて、先行
事例を参考にしながら作成し、早期の対応
や家庭への連絡等に生かしていきたい。

Q 不登校統計に入らない欠席等の多
い児童生徒への対策について

問　しらこばと運動公園のテニスコートは
コート面の剝がれが多くありプレー中につ
まずいてしまう危険がある。公共スポーツ
施設においては、誰もが安全に気軽に取リ
組むことができなくてはならないと考える。
スポーツ施設の簡易的な修繕工事について
今後の取り組みは。
教育長　部分的な修繕を行いつつ、優先順
位の高い施設から順次改修をする。

Q 簡易な改修工事について

小口　高寛  議員立憲民主党越谷市議団 大野　恭子  議員こしがや無所属の会 斎藤　豪人  議員こしがや無所属の会

立澤　貴明  議員自由民主党越谷市議団

山田　大助  議員日本共産党越谷市議団 小林　成好  議員日本維新の会

金井　直樹  議員自由民主党越谷市議団
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　各議員の氏名の左にあるＱＲコードをスマート
フォン等の専用アプリで読み取ると、一般質問の
録画映像をご覧いただけます。

菊地　貴光  議員こしがや無所属の会 土屋　来夢  議員立憲民主党越谷市議団

問　病児保育施設を利用する際の手続簡略
化の進捗状況は。
市長　来年度に向け、病児保育室を利用し
たい方がいつでも施設の空き状況を確認で
き、予約なども行うことができるシステム
の導入を検討している。手続の簡略化や利
用者の利便性向上だけでなく、施設職員の
事務負担軽減にもつながり、保育の質の向
上も見込まれると考えている。

Q 市内の病児保育施設における手続簡略
化に向けた取り組みの進捗について

問　社会実験を行わずに本格実施を始める
都市が増加している。環境にも優しくＣＯ₂
排出量実質ゼロ政策への重要な施策と言え
る。導入や企業支援に向けた取り組みは。
市長　利便性向上、公共交通の補完、地域
経済の活性化、環境負荷の低減、放置自転
車対策、災害時の交通機能の維持など、社
会課題の解決につながる効果が期待でき
る。関係部局と連携を図る中、シェアサイ
クルの導入について検討していく。

Q シェアサイクルについて

問　ＭＥＸＣＢＴの活用は教育の質向上と
教員の業務軽減に貢献するものと考えるが、
教育長の考えは。
教育長　ＭＥＸＣＢＴは国の教育ＤＸの一
部として構築され、自治体間でデジタル問
題を共有し、自動採点と素早い結果返却、
多角的な分析、印刷削減等のメリットがあ
る。本市においても、各学校で教材の質向
上と教員の負担軽減を促進するため、ＭＥ
ＸＣＢＴの機能の効果を検証する。

Q 教育の質向上と教員の業務軽減に
ついて

問　自主避難所をルール化する考えは。
市長　在宅避難に不安のある方への早めの
避難行動が取れるよう、他団体の事例を参
考に調査研究していきたい。
問　「何でも行政がやる、市民は頼るだけ」
ではなく、行政と市民が一緒に災害に立ち
向かうよう認識を改めるべきでは。
市長　災害時には、自助・共助が基本であ
り重要だと考えている。その必要性、重要
性を一層周知啓発に努めていきたい。

Q 激甚化する自然災害に対する避難
行動について

問　越谷市での有機農業の現状と今後の取
り組みの推進は。
市長　本市で化学肥料や農薬を使用しない
など、有機農業に取り組む農業者は３名把
握しており、耕作面積の合計は約２ .４ヘ
クタールで、本市の耕地面積９１０ヘク
タールに占める割合は約０.２６％である。
今後は、有機農業者の実施する就農体験プ
ログラムの取り組みとの連携、協力も検討
したい。

Q 有機農業の現状と今後の取り組み
の推進について

問　エッセンシャルワーカーは女性の割合
が高い。男女の賃金格差を無くすことが必
要ではないか。
市長　人材確保の課題については、現場か
らの声をいただくことも多い。人材の確保
や育成、定着のための処遇改善等について
は、これまでも国に対して、中核市市長会
などを通じて提言を行ってきているが、引
き続き機会を捉え、提言をしっかりと行っ
ていきたい。

Q エッセンシャルワーカーの処遇を改善
し人手不足を解消することについて

横井　聖美  議員自由民主党越谷市議団

工藤　秀次  議員日本共産党越谷市議団 大田　ちひろ  議員越谷市民ネットワーク

野口　高明  議員越谷刷新クラブ

問　保護者並びに保育士の負担軽減に資す
るとして紙おむつ、おしり拭きの管理を保
護者・保育士間から、保護者・業者間とす
るサブスクリプション型サービスを導入す
る考えは。
市長　現在、導入した場合のメリットや課
題等について整理しており、今後導入した
自治体に対しても、効果等を伺うことを考
えている。これらを踏まえて、サブスクリ
プション型サービスの導入を検討する。

保育所における紙おむつサブスクリ
プション型サービスの導入について

問　近隣住民から振動や騒音、粉じんなど、
工事の影響による苦情が寄せられた。これ
までの対応策と、（仮称）蒲生学園開校ま
で都合３回の工事の影響がある。市民への
十分な対応はできるのか。
教育長　今回の工事の影響で、内壁亀裂や
ガラスの落下、軒下隙間など、家屋破損が
６件生じ、損傷箇所の修繕を実施した。今
後の工事の影響については、住民の皆様に
不足のないよう対応していきたい。

Q 旧蒲生小学校解体工事の地元住民
への影響について

問　糖尿病の長期治療中断者を対象とした
治療の勧奨を新規事業とする考えは。
市長　長期治療中断者等の方へのアプロー
チの強化は、糖尿病の重症化予防対策とし
て有効と考える。共同事業の主体である埼
玉県国民健康保険連合会に見直し要望をし
ていく。先進事例の調査研究および次期越
谷市国民健康保険保健事業実施計画で、独
自に長期治療中断者等への対策実施を含め
検討する。

Q 糖尿病重症化予防策について

藤部　徳治  議員公明党越谷市議団 大和田　哲  議員日本共産党越谷市議団 和泉田　宏幸  議員公明党越谷市議団

Q

問　保健所主催の譲渡会を定期的に開催
し、犬や猫の譲渡件数を増やす考えは。
市長　譲渡会の定期的な開催は、市民への
周知につながることからも検討する。
問　市のホームページに動物保護団体の
ホームページへのリンクを貼るなど、犬や
猫の譲渡情報を広報する考えは。
市長　ボランティア団体との協力が必要不
可欠であり、ホームページにリンクを貼る
ことなどについても、前向きに検討する。

Q 殺処分ゼロ継続へ向けた取り組み
について

松島　孝夫  議員越谷刷新クラブ
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ぜひ中継を
ご覧ください

本会議場におけるシェイクアウト訓練の様子

救命講習の様子

　令和５年９月定例会において、以下の議会
議員の辞職に伴い、次の方を選出しました。
越谷・松伏水道企業団議会議員
　藤部　徳治　立澤　貴明

　　令和５年１２月定例会は、１２月１日
（金）から１２月２０日（水）までの２０日
間にわたって開催する予定です。
　詳しくは、市議会ホームページまたは議会
事務局までお問い合わせください。（☎９６
３－９２６１）

　本定例会では、１７５人の傍聴者がありま
した。いただいた感想から一部要約して紹介
します。
■初めて議会を傍聴したが、議会の流れ全体
が見られてとてもよかった。質問内容も身近
な内容が多かったため興味深く最後まで聞く
ことが出来た。
■以前の議場よりも段差が少なくなり、議員
と近くなったように感じる。音が聞きとりや
すく、明るい議場で良い。
■議員の質問に対し、的確な答弁であるとは
感じられないところがあった。

　９月定例会は、請願をはじめ市長
提出議案に対し各委員会・分科会で
慎重に審議されました。本会議や委
員会は、ライブ配信も行っておりま
すが、本庁舎８階の議場や委員会室
は誰でも傍聴できるようになってい
ます。市議会に直接ふれることで一
層市政を身近に感じられる機会だと
思いますので、是非とも傍聴にお越
しください。

広報・図書室協議会委員
斎藤　豪人

編　集　後　記

　令和５年９月定例会期中に行われた「越
谷市議会災害時対応訓練」では、以下の内
容に取り組みました。
シェイクアウト訓練
　県議会が主催するシェイクアウト埼玉
（県内一斉防災訓練）に参加しました。シェ
イクアウト訓練として、「低い体勢を取り」
「頭を守り」「動かない」訓練を本会議終了
後の各議席で行いました。
安否確認訓練
　議会内グループウェアを活用した安否確
認の訓練を行い、災害時における連絡手段
の確認を行いました。
救命講習の受講
　第１委員会室で消防局の職員による「救
命講習」を受講し、応急手当の重要性、Ａ
ＥＤの使用方法を学びました。

　令和６年２月１日号のこしがや市議会だ
よりの表紙写真を募集します。
募集内容
　越谷市に関連する行事、風景、人物、そ
の他季節に合うもの
応募規定
　１人１回につき２枚まで。おおむね３年
以内に撮影したもの。（ただし、景観に変
化がなければ制限はありません）
応募資格
　越谷市在住、在勤または在学の方
応募期間
　令和６年（２０２４年）１月１１日（木）
まで

応募方法・応募先

　応募票に写真を添えて議会事務局
（本庁舎７階）まで提出してください。
　また、写真をメールで提出していた
だくこともできます。採用された写真
には、応募者（撮影者）の氏名、写真
のタイトル、撮影場所を掲載します。
なお、応募写真は表紙に合わせて、適
宜トリミングや文字の追加等の画像編
集を行いますのでご了承ください。
※応募規定など詳しくは市議会ホーム
ページをご覧ください。

あなたが撮影した写真を
表紙に掲載します！ 表紙写真募集

災害時対応訓練を行いました

　市議会ホームページは定例会に
関する情報や議員名簿、議会の仕
組みなど多数のコンテンツを掲載
しています。議会に関する情報取
得にぜひご利用ください。

議会中継は、ライブ中継、録画
中継がご覧になれます。本会議、
委員会の様子をご覧ください。

会議録検索では過去２０年分の
記録をご覧になれます。

市議会ホームページをご覧ください市議会ホームページをご覧ください

スマートフォンアプリ「防災こしがや」
ダウンロードはこちら

Android 版 iOS 版

議会人事

12月定例会の開催予定

傍聴して一言

こしがや市議会からの

お
知
ら
せ
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